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tion of Accountants : IFAC）が会計専門家に対する国際教育基準 (International Education























































2) 以下の国際会計士連盟 (IFAC) についての内容は, IFACで制定した各種規程の内容を整理
















審議会 (International Accounting Education Standards Board : IAESB): 訳者] は, 独立した













3）IFAC には会計士の他に様々な会計専門家（たとえば, イギリスの Chartered Institute of
















を通じた訓練（On the Job Training : 職場内訓練（OJT)）や職務外の環境で発生する訓練




















準として専門家としての知識, 専門家としての価値基準 /倫理 /態度に分けてそれぞれの
要件を規定している。次に IES第５号は実務補習, IES第６号は教育を修了した研修生に
対する資格付与のための評価方法, また IES第７号は評価以後の CPDについて規定して
いる。この国際教育基準によれば, 会計専門教育と実務補習を終えた者に対して, 専門職
業人としての会計士の適格性を評価した後に会計士資格が付与されなければならない。ま




















4）IFACの規程を比較的詳細に, しかも IFAC規程を中心に整理して, ２つの規程の間の差異
や韓国の規程の限界を簡単に述べた。
5）韓国の公認会計士試験制度については, 第Ⅳ節でより詳細に検討する。



















を活用して問題を究明し, 解決方法を見出し, 決定を下し, 予測する能力をいう。
2. 専門分野 /職務上の技術（Technical and Functional Skills)：会計士の業務に使用さ
れる特有の技術をいい, たとえば数学や統計の知識の使用能力をいう。
3. 個人的技術（Personal Skills)：自己管理に関わる技術をいう。すなわち, 継続し
て自ら学習する能力や限られた財源内で業務を効果的に遂行する能力を意味する。
4. 人間関係とコミュニケーション技術（Interpersonal and Communication Skills)：
目標達成のために周囲の人との情報交換やコミュニケーションを活発にできる能力
をいう。












■ 韓国では IFACが要求する専門技術のうち, 知的技術と専門分野 /職務上の技術分野
の技術に重点を置き, 人間関係とコミュニケーション技術や組織と経営管理の技術に
ついての教育は等閑にされている。



























































■ 実務補習を終えて KICPA会計研修院で実施する補習成果評価試験に合格すれば, 実
質的な資格の付与を受けるためのすべての条件を備えていると認めている。




































■ 会員団体は, 体系的に CPDが形成されているかについて監視しなければならず,
CPDが形成されていなければ適格な制裁措置を施さなければならない。IFACはこの




















6）この箇所は, Mr. Henry Saville（IFAC教育委員会委員長）が2005年11月にアジア・太平洋
会計士会議（Confederation of Asian and Pacific Accountant : CAPA）の国際シンポジウムにおい
て発表した内容に基づいている。より詳細な内容については, CAPA［2005］や韓国公認会計
体が同じように適用しなければならない教育基準を構築しようとするのではないものと考





ローチ（Knowledge Based Approach）から適格性ベースのアプローチ（Competency Based
Approach)7) へと移行しており, 各国の会計教育制度もこのような変化を反映することを
要求している。




教育委員会は現在, 必須知識, 専門職業人の技術, 専門家としての価値基準 /倫理 /態
度, 監査実務の経歴, CPDについての基準改正案を準備中であり, 公開および意見収斂




















会（Australian Society of Certified Practising Accountants : CPA Australia）とオーストラリ
ア勅許会計士協会（The Institute of Chartered Accountants of Australia : ICAA）の２つの




CPA Australia と ICAAの専門教育プログラムを履修しなければならない。オーストラリ
アの大学が共同で認定しているコア・カリキュラムは, IES第２号において要求する会計
/財務に関連した知識, 組織 /経営に関する知識および ITの知識はもとより, IES第３号
の専門職業人の技術と IES第４号の倫理を含む専門職業人の価値の４つの内容を含んで
いる。
CPA Australia と ICAAの専門教育課程と大学院の教育課程は, 相互に関連している。
たとえば, CPA Australia と ICAAの専門教育課程を履修した後, 大学院課程に進学する
場合, 試験科目は免除となりうる。CPA Australia の専門教育課程は, 必須科目と選択科
目とに分けて展開され, 基礎必須科目と３つの選択科目の履修後, コーポレート･ガバナ
ンスを必須科目として履修し, 事業戦略とリーダーシップを最終必須科目として履修する
ようになっている。ICAAの専門教育課程は, 財務会計および財務報告, 税法, 管理会計,
監査および認証, 勅許会計士（Chartered Accountants : CA）統合課程から成っている｡ CA
統合課程はケース・スタディ方式で展開されている。ICAAのカリキュラムはその大部分
が必須科目であり, 最近, 実務教育を強調する方向へと変化している。





 オーストラリア, 日本, マレーシアの会計教育および実務補習制度8)
8）この箇所は, 2005年11月の CAPAの国際シンポジウムで発表された内容に基づいている。
より詳細な内容については, CAPA［2005］や韓国公認会計士会［2006］を参照されたい。







教育支援, ワークショップ―対面およびオンライン（CPA Australia は選択事項, ICAAは
義務事項）運用, 会計士試験志願者で構成されたスタディ・グループ, オンライン支援と
議論を行なう掲示板の運用等の支援体制を稼動している。CPA Australia の教育教材は,







営している。CPA Australia と ICAAは, すべてケースに重きを置いた論文式の評価制度
を施行しており, 試験時間は全体で３時間である。また, CPA Australia は100％試験によ
って評価しており, ICAAは試験50％, 課題50％の割合で評価している。
CPA Australia と ICAAは, 教育プログラムの管理のために諮問委員を構成し, カリキ






CPA Australia と ICAAの志願者は, 指導的な公認会計士の指導のもとで３年間の実務
補習期間を経験していなければならず, 監査, 破産および構造調整, 税務, 財務計画, 外











の試験で, 国語, 数学, 英語と論文から成っている。志願に必要な学力資格はなく, 大学
２年以上の修了者には第一次試験を免除している。続く第二次試験は, 会計学と商法を短
答式で行なっている。この試験に合格した者は論文式試験に合格しなければならず, これ
は必須科目（簿記, 財務諸表論, 原価計算と会計監査）と選択科目（経営学, 経済学と民
法のなかから２科目）に分けられている。第二次試験合格者は日本公認会計士協会に公認


















に日本には北海道大学, 東北大学, 早稲田大学, 青山学院大学, 中央大学, 千葉商科大学,
LEC, 法政大学, 明治大学および関西学院大学などの10大学で会計専門職大学院が設置さ
国際教育基準に基づいた韓国の会計教育と公認会計士選抜および教育制度の改善方案 81
11）2006年度から, 日本の公認会計士試験制度は第一次試験（短答式, ４科目（財務会計論, 管
理会計論, 監査論, 企業法)), 第二次試験（論文式, ５科目（会計学, 監査論, 企業法, 租税











の教育課程は, 初級, 中級および上級の段階に分けて財務会計, 管理会計, 監査, 税務,















マレーシアの会計専門家教育は, 大学のカリキュラム, 実務補習, 評価制度などから成
る資格取得前の教育課程と継続的教育訓練から構成されている。マレーシアの会計専門家
教育についての品質基準は, 国際教育基準, 品質認証基準, 実務規程（マレーシアの公立
大学に対する品質認証), 学士レベルに該当する学科に対する基準に関わる指針, また
1999年の Halutuju 報告書等から構成されている。Halutuju 報告書は, ７大学の学長が集
82




















































・第一次試験：会計学（簿記と会計理論）150点, 経営学100点, 税法概論100点, 経済
原論100点, 商法（総則編・商行為編および会社編と手形・小切手法を含む）100点,
英語科目は TOEFL, TOEIC, TEPSで取得した成績で試験を代替する。
・第二次試験：財務会計150点, 原価計算100点, 会計監査100点, 税法100点, 財務管理
100点
4.1.2 公認会計士試験要件の国家間比較
韓国の公認会計士試験資格要件をアメリカ公認会計士法（The U. S. Uniform Ac-
countancy Act）とIFACの国際教育基準を比較すると,【表１】のとおりである。
【表１】で150単位要件は, アメリカで公認会計士試験を受験するための教育の資格要件






















































































































は企業会計, 会計監査, 税法, 経営評価の４科目について評価している。これは IFAC
が要求するあらゆる分野のうち専門家としての知識に限ったものであり, そのなかでも会





























大手 264 358 399 486
中小 116 148 156 177
計 380 506 555 663
監 査 班 24 26 19 5






金融監督院 1 4 0 1
政府および投資機関 2 8 1 1
金 融 機 関 17 38 6 24
外部監査対象会社等 21 48 21 16
国 軍 将 校 1 0 0 1
小 計 42 98 28 43
計 446 630 601 711
未 定 者 293 217 241 80
非 対 象 者* 267 156 159 213
全 合 格 者 1,006 1,003 1,001 1,004









回答者に大学（大学院を含む）で資格取得に必要な各テーマ（会計 /財務, 組織 /経営,
IT）別に受講した科目数を調べた。調査の結果, 本研究の回答者は会計 /財務科目は相対
的に多く受講しているが, 組織 /経営関連科目と IT関連科目の受講はとても低調であっ
た。より具体的な会計 /財務関連科目についての回答結果は,【図３】のとおりである。

















経営学 経済学 社会科学 法学 人文科学 工学
17.3％












分野 /職務上の技術の習得に役立ったのに対して, 組織 /経営関連科目は人間関係とコミ
ュニケーション技術並びに組織と経営管理の技術の向上に大きな影響を及ぼすものと考え
られる。
次に, 会計専門家である公認会計士の倫理 /価値観 /態度についての大学での教育が十
分であったかについて回答者に調査した結果, 一部の項目（持続的な自己開発の必要性
（4.1点 /７点満点), 信頼性 /責任感 /最新知識の習得（3.96点 /７点満点), 関連法と規制
の遵守（3.83点), 誠実性 /客観性 /秘密遵守（3.82点)）を除くと, ７点満点で3.5点以下の









































































 む す び
本研究は, 韓国の大学での会計教育と公認会計士選抜制度の適格性および効果について
の現状を把握し, それについての改善方向を模索することを目的とするものである。この
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現 行 制 度 改 正 制 度





























































































なし IT 知識：IT 統制知識, IT
統制能力, IT 使用者能力等
なし なし
